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内容の要旨 
 
周世超君は中国大連外国語大学修士課程の時からずっと日本語と中国語における「真逆
の評価」を表す副詞に関する対照研究に取り組んでいる。今回提出した本審査の論文は全
１３章で構成されている。字数は２０万字以上であり、基準字数の「８万字程度」をはる
かに超えている。提出された審査論文には既発表の査読付き論文が４篇含まれている。 
その内容は「さすが」「さすがに」「さすがの」「さすがは」と中国語の“好容易”“好不
容易”の役割分担を中心に、いわゆる真逆の評価を表す副詞の意味・用法を検討し、日本
語学的研究及び中国語学的研究の結果を踏まえて、対照言語学的観点からそれぞれの意
味・機能を照らし合わせて、高度の対照言語学知識に基づいて独創的な研究成果を出して
いる。日本語の「さすが」「さすがに」「さすがの」「さすがは」と中国語の“好容易”“好
不容易”の意味・機能については、個別研究がみられるものの、対照言語学の立場から両
者の意味・機能について網羅的に研究する論文はまだないようである。その意味において
も研究テーマの選定が説得性をもち、学術性の高い研究として認められる。 
 日本語には「評価の副詞」という類の副詞がある。その中に文環境の違いによって、プ
ラスの意味を表したりマイナスの意味を表したりする副詞がある。例えば「さすが」とい
う評価の副詞が「さすがは先生。」のような文環境においてはプラスの意味を表すが、「さ
すがに疲れた。」のような文環境ではマイナスの意味を表すことになる。一方、中国語にも
文環境の違いによってプラスの意味もマイナスの意味も表しうる副詞がある。この博士学
位請求論文では、このようなプラスの意味もマイナスの意味も表しうる評価の副詞の意
味・用法を対照研究の対象としている。 
第１章では、日本語学の観点から「さすが」の意味・機能について考察し、文環境の違
いによって「さすが」の表す評価的意味が一律ではないことを明らかにした。飛田・浅田
(1994:165-166)の「予想通りの結果になる様子を表す。ややマイナスよりのイメージ語」の
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ような位置づけを批判して、「予想通りの結果になる様子」を表していてもマイナスの意味
にならないことを用例を用いて証明した。  
さらにこの章では、渡辺(2002:372-377)の「さすが」の基本的な用法に関する三分類の
不足を補い、①「A はさすがに a だ」、②「A も B にはさすがに ā(b)だ」、③「さすがの A
も B には ā(b)だ」以外に、この三つのタイプにあてはまらない現象があることを指摘した。
このように先行研究を踏まえ、接続関係と文環境も視野に入れて分析した結果、「さすが」
の意味・機能は「評価」と「予想」に分布していると主張した。  
第２章では、「さすがに」が動詞述語を修飾する場合の意味・用法に焦点を当てて、そ
の使用条件について考察した。なぜ「さすがに緊張する」は自然な表現であり、「さすがに
ドアを開けた」は不自然な表現になるのか、なぜ「さすがにドアを開けた」は不自然な表
現になり、「ドアはさすがに開けた」や「今回はさすがにドアを開けた」は自然な表現にな
るのかについて、呉(2000)、渡辺(2002)、周(2017)の結論を批判し、「さすがに」の使用条
件について新たに提案し、その妥当性を実証した。  
第３章では、「さすがの」の意味・用法について考察した。『広辞苑第七版』(2018)では、
「さすがの」について、「（『―の…も』の形で）実力あるものが、その評価どおりにならな
くなった意を表す。そうは言っても。」のように説明されている。そのような説明に対して、
「さすがの」は「さすがの～も」のほかに、「さすがの～が」「さすがの～さえ」「さすがの
～でも」「さすがの～だって」のような形で用いられることがあるため、その構文的分布は
もっと広いことを明らかにした。  
第４章では、名詞述語を修飾する場合の「さすが」と「さすがは」の構文的分布に焦点
を当てて、それぞれの役割分担について考察した。従来の研究 (渡辺(2002)、周(2017))では、
「さすが」と「さすがは」の違いに関する記述は見られない。「さすが」は主語と述語を含
む名詞述語文を修飾することができるのに対し、「さすがは」にはそのような意味・用法が
見られないという指摘は事実に合致していると思われる。  
第５章では、「さすが」と「さすがに」の生起環境の違いについて述べた。これまでは
「さすが」と「さすがに」は同じ意味・用法を有するものとして認められてきた。そのよ
うな認識に対し、「さすがに疲れた」は自然な表現であるが、「さすが疲れた」は不自然な
表現であることを指摘し、両者の役割分担について述べた。さらに、「さすが」の後続述語
には「あるものへのプラス評価」を表す動詞が立つ必要があり、「さすがに」の後続述語に
は「予想通りになる様子」を表す動詞が立つ必要があることを指摘した。第５章はオリジ
ナリティに溢れたものである。  
第６章と第７章では、「せっかく」の意味・用法について考察した。渡辺(2002：pp319-320)
の「せっかく」が「話者が価値ありと認める事態」を表すという指摘に対して、「せっかく
鎌倉まで行ってみても、留守ということもある。」のような文は「価値のある評価」を表す
とは限らないと指摘した。また、蓮沼(2012：19)の「ば」「と」によって構成される条件節
には、「せっかく」が現れないという見解に対して、「せっかくきみを口説こうと思えば、
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この始末さ。」や「せっかく吸いつきはじめると、大きい白は腕をふるって邪魔をします。」
のような現象を見逃してはならないと指摘した。  
第８章では、中国語学の観点から中国語における“好容易+VP”“好不容易+VP”のよう
な真逆の評価を表す表現の意味・用法を概観した。“好(不)容易”が単文に現れる場合、連
続複文に現れる場合、名詞修飾節に現れる場合は「様態の副詞」のような役割を果たし、
逆接複文の従属節に現れる場合、主節が「表出文」「働きかけ文」である従属節に現れる場
合は「評価の副詞」のような役割を果たすといった見解を示した。  
第９章では、同じ意味・用法を有すると見なされてきた“好不容易”と“好容易”の使
い分けを検証した。“好不容易”は“才”の生起の有無にかかわらず、「述べ立て文」に用
いられるのに対して、“好容易”は“才”の助けがないと、「述べ立て文」に用いることが
できない。“好不容易”は助詞の“地”を伴うことができるが、“好容易”は“地”を伴い
修飾語として機能することができないという見解は説得力があり、著者が独創的にとらえ
なおした成果である。  
第 10 章では、「さすが」「さすがに」「さすがの」「さすがは」といった日本語の表現に対
応する中国語表現について述べ、第 11 章では、日本語の「せっかく」と中国語の“好不容
易”“好容易”との対応・非対応関係について考察した。「せっかく」と“好不容易”“好容
易”に関する研究は未だ個別言語の研究にとどまり、両者の対応・非対応関係に関する対
照研究はまだないようである。このような研究は言語学的意義のみならず、言語教育学的
意義もある。また辞書や教科書の編纂にも役立つことと思われる。 
 
 
審査結果の要旨 
 
１．評価  
この論文は現代日本語の「さすが」「さすがに」「さすがの」「さすがは」と中国語の“好
容易”“好不容易”の意味・用法に焦点をあてて、それぞれの意味特徴や統語特徴を考察し、
個別言語に関する研究を通して得られた研究成果をもとに、対照研究の観点から両者の共
通点や相違点を網羅的に記述することを試みたものである。論文本体については、本研究
科が要件とする字数基準の下限を大幅に超えており、A4 用紙２００枚以上に達している。
提出された審査論文には査読付きの論文が４篇含まれているので、学位申請の要件を満た
している。  
日本語の「さすが」「さすがに」「さすがの」「さすがは」と中国語の“好容易”“好不容
易”の意味・機能に関する個別研究がみられるものの、対照研究の立場から両者の意味・
機能について網羅的に研究する論文はまだないようである。その意味においても研究テー
マの選定が説得性をもち、学術性の高い研究として認められる。  
本研究では、第１章から第９章の議論で、日本語の真逆の評価を表す副詞と中国語の真
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逆の評価を表す副詞について、類義語研究の観点から両言語においての統語論的特徴、意
味論的特徴を記述し、その一端を明らかにした。第１章から第９章の議論の言語学意義は
次のようにまとめられる。  
 
Ⅰ．「さすが」は文環境の違いによって真逆の評価を表すことができる。「さすが」と
「さすがは」と「さすがの」はプラスの意味を表す。「さすがに」はプラスの含みがあ
る形容詞述語を修飾する場合において、プラスの意味を表すが、マイナスの含みがある
形容詞述語と人の無意志的な動きを修飾する場合は、マイナスの意味を表す。「せっか
く」も文環境の違いによって真逆の評価を表すことができる。「せっかく」の主節が表
出文である場合、プラスの意味を表す。しかし、「せっかく」の主節に「望ましくない
結果」が含まれた場合、マイナスの意味を表す。  
II．“好不容易”と“好容易”は文環境の違いによって真逆の評価を表すことができる。
“好不容易”と“好容易”の主節が表出文である場合、プラスの意味を表す。しかし、
“好不容易”と“好容易”の主節に「望ましくない結果」が含まれた場合、マイナスの
意味を表す。“好不容易”は「様態の副詞」としての役割も「評価の副詞」としての役
割も果たせるのに対して、“好容易”は“才”の助けがないと、「様態の副詞」としての
役割を果たすことができない。  
 
本研究の第 10 章から第 11 章では、個別言語の研究成果に基づいて、対照研究の観点か
ら日本語の真逆の評価を表す副詞と中国語の真逆の評価を表す副詞について照らし合わせ
た。第 10 章と第 11 章の対照研究の意義は次のようにまとめられる。  
 
III.動詞述語や形容詞述語を修飾する場合の「さすが」は中国語の“不愧是…还真是…”
に対応し、「さすがに」は中国語の“但是…果然还是…”に対応する。名詞述語を修飾
する場合の「さすが」と「さすがは」は、“不愧是”のような中国語表現に対応し、「さ
すがに」は“果然还是不一样”のような中国語表現に対応する。「さすがの」は主語を
修飾する場合、“连…的…、都(也)…”のような中国語表現に対応し、名詞述語を修飾
する場合、“名副其实的”のような中国語表現に対応する。述語として機能する場合、「さ
すが」は中国語の“不愧是＋人称代名詞”のような構造に対応する。  
IV.動詞述語を修飾し、主節に「望ましくない結果」が含まれた場合、主節が「表出文」
である場合、後続の動詞述語とともに連体修飾語として機能し、主節に「望ましくない
結果」が含まれた場合において、「せっかく」と“好不容易”“好容易”は対応関係にあ
る。しかし、「せっかく」が「の」を伴い、連体修飾語として機能する場合、述語とし
て機能する場合、及び、“好不容易”が動詞述語を修飾し、述べ立て文に用いられる場
合は、それぞれが非対応関係にある。  
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このような結論は、第二言語教育の現場において、どんな場合にどんなマーカーが使え
て、どんなマーカーが使えないかという問題をある程度解消する効果があるように思われ
る。そのため、このような研究は言語学的意義のみならず、言語教育学的意義もあるとい
える。特に辞書や教科書の編纂に役に立つことと思われる。  
 
２．結論 
 今回提出された博士学位請求論文は２０１２年から７年以上にわたって考察した結果
をまとめたものであり、オリジナリティに溢れたものである。周世超君の日本語学的研究
能力や中国語学的研究能力が公表された査読付きの論文によって反映されている。独創的
な研究成果は日本語学、中国語学、対照言語学のみならず第二言語教育や第二言語習得に
も寄与するものである。 
結論として、日本語の「さすが」「さすがに」「さすがの」「さすがは」と中国語の“好
容易”“好不容易”の意味・用法について具体的に検証し、独創的な見解を多面的に展開し
ているので、先行研究を一歩前進させたものと評価することができる。学外審査委員を含
む論文審査委員会は周世超君が「研究者としての自立性」と「専門研究の独創性」等の条
件を満たしており、博士（国際文化学）の学位を授与することが適当だと判断している。  
 
